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応募の際は、派遣留学制度ウェブサイト (https://www.cies.keio.ac.jp/)で最新情報をご確認ください。 

2024 年 11 月 
慶應義塾 

慶應義塾一貫教育校派遣留学制度 

2025 年度 派遣留学候補生（中学生）の募集 
【趣  旨】 

国や地域を問わずに世界で活躍することが期待されている慶應義塾生には、自ら課題を発見し解決でき
る創造的な思考力と異文化を理解し違いを乗り越えるコミュニケーション能力を備えることが求められて
います。慶應義塾は創立以来、座学にとどまらず、スポーツ、文化・芸術など幅広い分野の学びによって豊
かな人間性と総合的な学力を備えた世界に通用する人材の育成をめざしてきました。 
慶應義塾の創立者である福澤諭吉も若き日に欧米を歴訪して、西洋文明の合理的精神に触れ、日本が封建

制を脱して近代化するためには西洋の近代的な学問を学ぶことが必要であると確信し、慶應義塾を設立し
て若者たちの育成に努めました。初期の慶應義塾はイギリスのパブリックスクールを範として寄宿舎制度
による全人格的な教育を実践しています。 
慶應義塾では一貫教育校（中学校）から各校の枠を越えて選抜した生徒を英国・米国の名門ボーデイング

スクール（寄宿制学校）に派遣し、世界中から集まる優れた人材と寝食を共にしながら切磋琢磨できる機会
を設けています。積極的に未知の世界に飛び出し、さまざまな学びに挑戦する意欲溢れる塾生諸君の応募を
お待ちしています。 

 
【出願注意事項】 
○派遣留学先で指定された留学期間を満了し、留学期間終了後は、速やかに帰国し、在籍校に復学すること
が求められます。留学期間の延長は認められません。 

○慶應義塾の代表として、留学先における学業に精励し、さらに芸術・社会活動・文化活動等多様な分野で
学びを追求し，留学で得られた成果を慶應義塾へ還元することが求められます。留学後、在籍校を卒業す
ることなく慶應義塾を退学する場合や、慶應義塾の学校へ進学をしない場合は、奨学金の返還を求める場
合があります。 

○出願にあたっては、在籍校の学校長の推薦を要します。 
○塾内審査では、在籍校における日頃の成績も勘案したうえで、異文化に対する適応力などを総合的に考慮
して適性を判断し、各派遣留学先に推薦する派遣留学候補生を選抜します。成績や語学能力だけを重視し
た選考ではありません。 

○過去に本制度で留学した⽣徒の出願は可能ですが、ひとりでも多くの⽣徒に留学の機会を与えるため、応
募状況により、他の⽣徒を優先させることがあります。 

 
【コース概要】 
○派遣留学先の詳細は、「（８）派遣留学先概要」をご覧ください。 
○各コースとも現地生徒と一緒の学校生活・寮生活となります。留学生向けの特別プログラムではありませ
ん。 

○派遣留学先により今年度は募集しない可能性もあります。 
○派遣留学先へ本制度の選考に関して直接問い合わせをしないでください。 
 派遣人数：中２コース(米国) 派遣留学先２校 各１名 
      中２コース(英国) 派遣留学先１校  １名 
 留学期間：中２コース(米国) 中学 2 年生の 9 月から約 10 ヶ月間（2025 年 9 月～2026 年 6 月） 
           中２コース(英国) 中学 2 年生の 9 月から約 11 ヶ月間（2025 年 9 月～2026 年 7 月） 
 
 

https://www.cies.keio.ac.jp/
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【出願資格】以下の条件を満たす者 
① 中学校１年生に在籍する生徒（2025 年 2 月時点） 
② TOEFL iBT® 42 点以上、または TOEFL Junior® Standard 740 点以上を有すること。 

※中 2 コース(英国)のみを希望する生徒は、ケンブリッジ英検 B1 Preliminary または B1 
Preliminary for Schools 140 点以上、IELTS 4.0 以上、GTEC 1000 点以上、英検 2 級（CSE ス
コア 1950 点）以上のいずれかに代えて構いません。 
 

（１）出願～選考～留学のながれ  

説明会 
2024 年 12 月に各校での説明会とオンライン説明会を行います。 
日程などの詳細は、一貫教育校派遣留学制度ウェブサイト（https://www.cies.keio.ac.jp/）
をご確認の上、事前に下記 Google フォームから参加申込をしてください。 
事前申し込み Google フォーム：https://forms.gle/G4DZ4emEna9eR3U87  

（右の QR コードから読み込み可） 
※塾生本人、保護者、教職員の方にご参加いただけます。 
※説明会の参加は必須ではありません。 

STEP1 
出願準備 

 
 

【英語能力試験、学力テストの受験】（詳細は p7 を参照） 
○英語能力試験受験  
 【注意】中２コース(米国)を希望する生徒は、TOEFL iBT®もしくは TOEFL Junior® 

Standard のスコアを必ず提出してください。 
 在籍校の出願書類提出の締切日までにスコアレポートを他の出願書類と共に提出できる
ように、余裕をもって受験してください。 

 2024 年 9 月以降に受験したスコアを有効とします。 
 TOEFL iBT®テストは、一次、二次選考では My BestTM スコアではなく、各テスト日の
試験結果である Test Date スコアを参考にします。 

 
○SSAT 受験 
 【注意】中２コース(米国)を希望する生徒は、SSAT を必ず受験してください。 
最終選考(STEP5)において、各派遣留学先へ SSAT スコアを提出します。 

 2024 年 9 月～2025 年 3 月の間に受験してください。 
 
【出願書類の準備】  
（１）志願書①～③（所定様式） 
（２）誓約書（所定様式） 
（３）英語能力試験のスコアレポート（コピー可） 
（４）成績証明書発行依頼書 

1 年生末時点の成績証明書と教員所見を、各在籍校から事務局が取り寄せます。 
※（１）、（２）、（４）の出願書類は、派遣留学制度 WEB サイトからダウンロード可能です。 

STEP2 
出願書類 
提出 

【提 出 先】在籍校事務室    
【締 切 日】※在籍校により締切日が異なります。在籍校事務室に確認してください。 

STEP3 
塾内審査 
一次選考 

(書類審査) 

【一次選考結果通知】  
2025 年 4 月 8 日（火）までにメールにて通知（予定）  
一次選考通過者は二次選考（面接）に進みます。 

https://www.cies.keio.ac.jp/
https://forms.gle/G4DZ4emEna9eR3U87
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STEP4 
塾内審査 
二次選考 

【二次選考】※保護者の方も同席してください。 
2025 年 4 月 13 日（日）終日 場所：三田キャンパス（予定）  
    ・筆記試験(英語) 

・面接(日本語/ 英語) 
    ・面接(保護者) 
【二次選考結果通知】  
2025 年 4 月 15 日（火）以降にメールにて通知（予定）  
二次選考通過者（派遣留学候補生）は、各派遣留学先の最終選考に進みます。 

STEP5 
派遣留学先 
最終選考 

【最終選考】 
中２コース（米国） 
Eaglebrook School 
① 指定書類提出（願書、推薦書、TOEFL iBT®または TOEFL Junior® Standard と SSAT

のスコア） 
② オンライン面接 
Fay School 
① 指定書類提出（願書、推薦書、エッセイ、TOEFL iBT®または TOEFL Junior® Standard

と SSAT のスコア） 
② オンライン面接 
中２コース（英国） 
Shrewsbury School 
① 指定書類提出（願書、推薦書） 
② 筆記試験 2 科目（英語、数学）※最終選考の結果通知後に行われる場合があります。 
③ オンライン面接 
【最終選考結果通知】 
2025 年 5 月頃（予定） 

STEP6 
入学手続き 
奨学金給付 

最終選考結果通知後は、派遣留学先の指示に従い、各自にて入学手続きを進めてください。
入学手続きは、留学先に入学する一般の新入生と同じです。本派遣制度の派遣留学生が、
留学先で特別扱いされることはありません。指定期日までに必要な手続きを行うことが求
められます。奨学金の給付は、2025 年 5 月以降を予定しています。 

STEP7 
留学 

留学期間は p1「コース概要」をご覧ください。 
留学期間中、「留学報告書Ⅰ」を提出してください。 

STEP8 
帰国後 

「留学報告書Ⅱ」(留学生用、保護者用)を提出してください。 
留学報告会等で留学成果を報告していただきます。 

※日程が変更となる場合は、一貫教育校派遣留学制度ウェブサイト(https://www.cies.keio.ac.jp/)でお知らせします。 

 

（２）留学費用について 

＜奨学金＞ 
留学に伴う費用補助として、派遣留学先の通学生（Day）授業料相当額を日本円で給付します。 
※奨学金は貸与ではなく、給付です。返還の必要はありません。 
※通貨レートについては、2025 年 4 月のレートを適用します。為替変動による差額が生じても、追加 
給付はありません。また、差額の返金も不要です。 

※寮費は奨学金の対象外です。 

https://www.cies.keio.ac.jp/
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※英国では、2025 年 1 月 1 日より私立学校の授業料、寮費等に付加価値税(VAT)20％が課される予定で
す。この課税分の取り扱いについては未定です。 

派遣留学先により異なりますが、学費以外で留学に必要な費用は以下の通りです。事前に保証人と十分に相
談し、準備を進めてください。 
 
 寮費 
奨学金は通学生(Day)授業料相当額を支給します。実際に留学先に支払う学費は寮生学費(Boarding)です。
寮費にあたる部分は自己負担になります。 
※2024 年 9 月入学生の金額を参考にしています。2025 年 9 月入学時は変更可能性があります。 
※表中の金額に付加価値税は含まれていません。 

   奨学金支給  実際にかかる学費       自己負担分 
 通学生(Day)学費 寮生(Boarding)学費 差額 
Eaglebrook School ＄50,500 ＄78,600 ＄28,100 
Fay School ＄47,900 ＄82,990  

※英語特化コース(ELP)
の場合＄87,160 
 

＄35,090 
※英語特化コース
(ELP)の場合
＄39,260 

Shrewsbury School(※) ￡32,091 ￡49,359 ￡17,268 

 
 学費（授業料、寮費）以外の費用 
長期期間中の過ごし方によりますが、学費（授業料、寮費）以外の費用は少なくとも 300 万円程度が見込
まれます。（為替レートにより変動の可能性があります。） 
留学準備に伴う 
諸手続き費用 

TOEFL iBT®、TOEFL Junior® Standard 、SSAT 受験料、派遣留学先による選考の出願
料、パスポート申請費、ビザ申請費、予防接種費、海外送金手数料等 

課外活動費用 ESL 受講料、音楽個別レッスン料、課外活動諸費用(遠征費用含む)、ユニフォーム代等 
制服代 派遣留学先指定の制服、もしくは指定のドレスコードに沿った服等の購入費用 
教材費 教科書購入代等 
医療保険契約料 中 2 コース（米国）では、派遣留学先指定の医療保険への加入が義務付けられています。 

健康保険付加料 
中 2 コース（英国）では、NHS（国民保健サービス）への登録と、健康保険付加料の支払
いが義務付けられています。 

通信費・生活費等 携帯電話等の通信費、週末に外出した際の費用、ランドリーサービス料等 

航空運賃 
留学開始、終了時、一時帰国した場合の渡航費  
※渡航の際、慶應義塾教職員は同行しません。 

海外旅行保険契約料 慶應義塾指定の海外旅行保険、ならびに危機管理支援サービスに加入していただきます。 

休暇中の費用 
休暇中は寮が閉鎖されます。休暇をどのように過ごすかで費用が大きく変わります。 
（休暇日については「(７) 留学先（国）の年間スケジュール概要（目安））」を参照） 

ガーディアン(保証人)
費用 
 

中 2 コース（米国）は、必要に応じて、ガーディアン会社との契約を結びます。中 2 コー
ス（英国）は、派遣留学先の入学条件として英国在住のガーディアン（保証人）を付けな
ければなりません。 
ガーディアン会社と契約をした場合、初期登録料、基本料のほか、休暇中にガーディアン
宅でホームステイをする場合の宿泊料やガーディアンと旅行に行く場合の旅費などがかか
ります。 
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（３）2000 年記念教育基金奨学金 
一貫教育校派遣留学制度派遣留学生に決定後、経済的事情で上記の自己負担費用に対する補助を希望する
場合は、「2000 年記念教育基金奨学金（一貫教育校派遣留学制度援助型）」への申請が可能です。詳細は、
留学生に決定後お知らせします。 

申請資格： 
ア 一貫教育校派遣留学制度派遣留学生に決定後，経済的事情で留学費用の補助を希望する者。 
イ 区市町村民税所得割が一定基準未満の世帯であること。 
奨学金額：   100 万円を限度とする 
申請時期：   2025 年 7 月頃(予定) 

 

（４）海外旅行保険について 
海外での緊急事故や重病・重症等の不足の事態に遭遇した場合、日本とは比較にならない高額の医療費や救
援費用等がかかることがあります。一貫教育校派遣留学制度派遣留学生は、出発から帰国までの期間を補償
する慶應義塾指定の海外旅行保険への加入、ならびに危機管理支援サービスへの登録を義務付けています。 
 

（５）留学中の在籍校の学費について 
留学期間中も現在在籍する中学校への学費等は通常通り全額納付いただきます。 
 

（６）進級について 
留学期間中の成績の取り扱いは、在籍する中学校により異なります。詳細は留学前に在籍校に必ずご確認く
ださい。 
 

（７）留学先（国）の年間スケジュール概要（目安） 

 

 米国  英国 

1 学期 

9 月上旬～12 月中旬 

1 学期 

9 月上旬～12 月上旬 

小休み 10 月下旬(3 日) 
Thanksgiving 休暇 11 月下旬 
(約 10 日） 

中休み 10 月中旬～11 月上旬（約 14 日） 
小休み 9 月下旬、11 月下旬（3 日） 

冬休み 12 月中旬～1 月上旬（約 20 日） 冬休み 12 月上旬～1 月上旬  (約 25 日) 

2 学期 
1 月上旬～3 月上旬 

2 学期 
1 月上旬～3 月下旬 

小休み 2 月上旬(3 日) 中休み 2 月中旬（約 10 日） 
小休み 1 月下旬、3 月上旬（3 日） 

春休み  3 月上旬～3 月下旬（約 20 日) 春休み 3 月下旬～4 月中旬 （25 日） 

3 学期 
3 月下旬～5 月下旬 

3 学期 
4 月中旬～6 月下旬 

小休み 5 月上旬(3 日間) 中休み 5 月下旬（約 10 日） 
小休み 5 月上旬（3 日） 
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（８）派遣留学先概要 
○中２コース(米国) 

学校名・学年： Eaglebrook School（イーグルブルック） 男子校・８年生 
 
1922 年創立の男子校。名門ジュニアボーディングスクール(中学校段
階の全寮制校)の一つであり、12 歳～15 歳の生徒が約 250 名在籍。
アメリカ本土のみならず、世界各国から留学生を受け入れている。1
クラス平均７名の少人数をとっており、充実した教育環境が魅力。 
740 エイカーある広大なキャンパス(東京ドーム約 70 個分)には、ス
キー場、フットボールフィールド、野球場、アイスホッケーリンク
等、スポーツ種目毎の施設があり、自然豊かな環境が広がる。 
 
所在地：マサチューセッツ州、ボストン空港より車で西へ約 2 時間 
 
 
 

学校名・学年： Fay School（フェイ）  共学校・８年生 
 
1866 年設立に設立された米国では最も古いジュニアボーディングス
クールである。幼稚園から中学校までの学年の生徒が通う。7 年生～
9 年生は全寮制で 120 名生徒が在籍し、米国のみならず世界 19 カ国
から優秀な生徒が集まる。多くの生徒は、Ten School レベルのボーデ
ィングスクールへの進学を目指し、勉強のみならず、スポーツ芸術と
幅広く様々分野に挑戦し、高い進学実績を誇っている。English 
Language Program(ELP)コースがあり、英語を集中的に学習する機会
を設けている。 
 
所在地：マサチューセッツ州、ボストン空港より車で西へ約 40 分 

 

 

○中２コース(英国) 

学校名・学年： Shrewsbury School（シュルーズベリー）  共学校・９年生 
 

イギリス国王エドワード 6 世により 1552 年に設立されたパブリック
スクールの名門校。Shrewsbury の街の小高い山の上に位置する。生徒
数約 750 名。元々は男子校だが 2008 年から共学へ移行し、2014 年か
ら全学年共学。理数科目の教育に注力しており、教職員の親切な対応
が印象的。天然芝の広大なグラウンドは圧巻。サッカー、ボートが盛
んで、世界最古のクロスカントリー部がある。留学生受入体制が充実。
バンコクに Shrewsbury International School がある。「種の起源」で
世界的に有名なチャールズ・ダーウィンの母校としても有名。 
 
所在地：ロンドン・Euston 駅より電車で西北へ約 2 時間半 
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（９）【参考】各種外部テストについて 
※各種試験を受験する際は、公式ウェブサイトにて最新の情報を確認し、各自で申込を行ってください。 

※今年度は、一貫教育支援センター主催の TOEFL Junior® Standard 団体受

験は実施しません。 
 

【TOEFL iBT®】  
公式ウェブサイト：http://www.ets.org/toefl/ 
 申し込みの際、テストスコアの送付先学校コードは登録不要です。（二次選考通過者に後日登録 

していただきます。） 
 
【TOEFL Junior® Standard】  
公式ウェブサイト：https://gc-t.jp/test/personal/ 
 

【SSAT（Secondary School Admission Test）】  ※対象：中２コース（米国）のみ 
公式ウェブサイト： http://www.ssat.org/ 
 申し込みの際、テストスコアの送付先学校コードは登録不要です。（二次選考通過者に後日登録 

していただきます。） 
 Current grade(現在の学年)は「Middle Level Grade7」を選択してください。 
 試験方式は、集合形式のペーパーテスト、プロメトリックセンターで行われるコンピューターベース

のテストがあり、どちらを受験していただいても構いません。関東近郊では、各地にあるプロメトリッ
クセンターで Computer-Based Testing が行われています。 

以下の手順を参考に、お申し込みください。 
 

Eaglebrook School 

Fay School 

Shrewsbury School 

http://www.ets.org/toefl/
https://gc-t.jp/test/personal/
http://www.ssat.org/
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１．試験日程の確認 

１）SSAT 公式ウェブサイト（https://www.ssat.org/）にアクセスし、トップページの＜Step1：Learn about your   

SSAT options＞の中にある【Prometric】をクリック。 

２）説明文を確認のうえ、【Find a Prometric Center】をクリック。 

３）以下 3 箇所をプルダウンで選択し、右下の【Next】マークをクリック。 

   Select a Test Sponsor：SSAT by The Enrollment Management Association 

   Select a Program：SSAT by The Enrollment Management Association 

    Select a Test：SSAT Middle Grades 

４）【Find a Test Center】というページに移る。 

上段にテストを受ける場所を入力。（例：Tokyo、都内には複数の受験会場があります。） 

下段に検索希望期間（最長 2 週間）を入力し、右下の【Next】マークをクリック。 

５）会場ごとの試験日時が表示されるので、希望する会場・日時を確認する。 

 

２．SSAT への受験登録、受験料支払い 

１）SSAT 公式ウェブサイト（https://www.ssat.org/）にアクセスし、保護者と生徒のアカウントを作成する。 

２）保護者のアカウントでログイン後の画面内にある【Register for SSAT】から登録を進め、受験料を支払う。 

３）支払完了後に表示される資格認定番号（Eligibility ID）を確認する。 

 

３．試験の申込 

１）プロメトリック公式ウェブサイト（https://www.prometric.com/）にアクセスし、TEST TAKERS の 

【Find My EXAM】をクリック。 

２）検索バーに【EMA】と入力して検索し、【EMA-Enrollment Management Association】をクリック。 

３）左上の【ACTIONS】を展開し、【Schedule】をクリックし、【Schedule Appointment】ページの注意事項や 

同意事項を確認しながら、右下の【Next】マークをクリック。 

 ※プルダウン項目が出てきた場合は、以下を選択。 

   Select a Test Sponsor：SSAT by The Enrollment Management Association 

    Select a Program：SSAT by The Enrollment Management Association 

４）【Eligibility Information】（受験資格情報）を入力するページが表示されるので、２．－３）で確認した 

Eligibility Number と苗字の最初の 4 文字を入力し、受験会場・日時を登録する。 

 
以上 

 

 

【お問い合わせ先】 
慶應義塾 一貫教育支援センター  
E-mail： ikkan-center@adst.keio.ac.jp 
派遣留学制度 WEB サイト：https://www.cies.keio.ac.jp/（右記 QR コードから読み込み可） 
※よくある質問（FAQ）を派遣留学制度 WEB サイトに掲載しています。  

https://www.ssat.org/
https://www.ssat.org/
https://www.prometric.com/
mailto:ikkan-center@adst.keio.ac.jp
https://www.cies.keio.ac.jp/

